高齢者への在宅支援 高齢者の孤立予防の取組 : 地域における孤立問題の共有化と予防意識の必要性 (社大福祉フォーラム2014報告) -- (各分科会からの報告) by 小久保 恵













































問調査し、平成 24 年 10 月時点で、継続支援は



















(22 世帯 ) と、Ⅱ自ら他者との交流を避けている






















































































































筆者を除いた 7 ヶ所の中で協力を得られた 5 名
が聞き取り対象となった。方法は、グループイン
タビューで、質問項目を伝え、自由に話してもらっ
た。質問項目は、1 つは支援につなぐ際大変だと
感じる場面、事例はあるか、2 つ目はどのように
対処しているかである。
（２）聞き取り結果
　質問 1「支援につなぐ際大変だと感じる場面、
事例はあるか」について、12 個の回答があり、
その内容を 7 つに分類することが出来た。その
状況は、相談・通報を受けてすぐつなぐ場合、継
続支援し支援が必要だと判断後つなぐ場合、再度
戻ってくる場合、その他の 4 つのカテゴリーに
分けることが出来た。質問２「どのように対処し
ているか」については、質問１のカテゴリーごと
に対処方法を整理することができた。
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（３）その他の聞き取り結果
　グループインタビューの質問項目に対する回答
以外にも、回答者 5 名が感じている他職種や他
機関が、つなぐという場面において孤立予防担当
者に求めていることについても話が聞かれた。つ
なぐ困難さを感じている孤立予防担当者の意見に
焦点を当てると、つなぐ側と受け取る側の立場の
違いにより、つなぐタイミングや考える役割に差
があるのではないかと感じた。
（４）考察
　孤立予防事業の考えられていた流れは、早期発
見し、早期対応することで、孤立予防が出来ると
いうものだった。実際には、早期発見し、継続
的モニタリングを必要とし、その間は孤立予防担
当者が抱え、異変を察知し、支援が必要だと判断
し他機関につなごうと調整する。しかし、つなが
らないケースは継続して孤立予防担当者が担当す
る。
　早期発見し、早期対応することで、孤立予防が
出来るのではなく、早期対応として考えられてい
る「何かにつなぐ」ことが難しいと分かった。そ
の理由を考えてみると、2 点ある。1 点は、継続
的モニタリングを通して対象者との関係形成が出
来ている担当者が、継続して支援をした方が良い
という考えがある。これは、孤立状況にある対象
者は、関係形成が難しく、他の支援者を受入れづ
らいことが要因である。そのため、初期対応だけ
ではなく具体的なサービス調整までの役割を求め
られているのだと考える。2 点目は、孤立予防担
当者がケースをつなぎたいと思うタイミングと、
他職種や他機関がケースを引き受けられる、すな
わちサービス提供や支援が可能だと判断する時期
には、差があるからのようである。
4.　結論
高齢者実態調査の取り組みから、孤立状況と支援
のあり方が明確になった。また孤立予防担当者へ
の聞き取りからは対象者を支援につなぐ上での課
題が明確になった。
（１）孤立状況と支援のあり方
　孤立状況としては、継続支援が必要とされた
31 世帯の状況から、本人が社会的交流を好まな
くても、周囲の人々が気にかけている状況がある
ことが分かった。支援のあり方として、そのよう
な状況の世帯を含め、様々な要因から孤立状況に
ある世帯が地域の中で埋もれ、潜在化することを
防ぐには、居住確認を続けることが必要だと考え
る。
　孤立予防の実践の意義として、2 点挙げること
が出来る。1 点は、継続支援世帯の状況をみると、
孤立している本人に社会的交流を促すこと、すな
わち孤立を解消することは難しい。むしろ孤立し
ている状況であっても、それを継続的に確認する
ことが、異変時の早期発見につながる。2 点目は、
本人が社会的交流を好まない場合でも、周囲の
人々が気にかけている状況があるという点につい
ては、地域住民に向けた啓発活動の必要性にもつ
ながる。
（２）つなぐ上での課題
　孤立予防担当者からの聞き取りからは、孤立予
防支援が必要な対象者を把握しサービスや支援に
つなぐ際に、以下の点が明らかになった。1 つは、
サービスや支援の担当者は、すでに信頼関係が出
来ている孤立予防担当者が継続して支援をした方
がいいと捉えている。もう 1 つは、認知症など
のように状況が進行する場合に、孤立予防担当者
とサービス・支援担当者とでは、アセスメントの
相違が生じ、つなぐタイミングとして捉える時期
に差が生じる。
　そこで、今後の課題として 2 点挙げることが
出来る。1 つは、孤立予防担当者とサービス・支
援担当者とのアセスメントの相違について、事例
を分析すること。もう 1 つは、サービス・支援
につなぐ際には、対象者との信頼関係を考慮し、
孤立予防担当者とサービス担当者が重なって支援
にあたるなど、移行期のあり方を検討することで
ある。
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